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中世やまと絵屏風における雲母塗布技法の研究
Study of a Mica technique in a Medieval Yamato Painting Folding Screen
Many Yamato-e folding screens from the middle ages contain mica in the base coating layer. 
This is referred to as kiraji (mica base). Mica has a pale sheen, which creates a beautiful base 
coat. Even though the role of kiraji as a painting technique declined in the early modern period, 
it is used even now in karakami (Tang paper) and ogi-e (fan painting). Interestingly, noriji (paste 
base), which is used in ogi-e, is applied similarly to the historic painting technique. Mica’s role 
in painting involves mixing the powdered mineral into thin funori (paste made by boiling laver 
seaweed). However, noriji involves mixing mica in thick shofunori (paste made by boiling wheat 
starch) and kneading it before use. After several attempts were made using this method, a way 
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加飾技法 箔種 技法概要 該当箇所
①裂箔 金・銀 不定形な箔片の散らし 右隻の金銀雲霞と虚空
②裂箔みがきつけ 金・銀 不定形な箔片の貼潰し 左隻の金雲、日・月輪？
③切箔 金 定型裁断箔片の散らし 右隻の金雲
④箔押し？ 銀 定型箔の平押し？ 両隻の虚空銀地？
⑤置上げ箔押し 銀 盛上げの上に箔押し 両隻の波濤
⑥砂子 金・銀 微塵箔の散らし 右隻上空、波濤周辺（銀）
⑦野毛 銀 線状裁断箔の散らし 右隻五扇の霞
⑧金泥 金 塗布 両隻の岩皺

































































































































雲母の配合は基本を（中口 1：細口 3）とし、粗めは（中口 1：細口 1）とした。それぞれの細かな
制作状況は紙数に限りがあってここでは載せられないが、別の機会での詳述も期したい。
・正麩糊














態のまま裏漉ししたものを用いている（布海苔 10 ｇ：水 200cc）。固さの調整は水と、滴下させた












































































































































（35）渡邊明義、岡興造、石川登志雄『装潢史』（国宝修理装潢師連盟、2011 年）。渡邊氏執筆の 4 章に中国の『歴代名画記』や『装
潢志』、李朝の『山林経済』の糊の記述について詳細に記される。
（36）「松図屏風」については『東京国立博物館文化財修理報告Ⅺ、平成 21 年度』（東京国立博物館、2011 年）を参照した。
（37）『西京雑記』巻一「趙飛燕為皇后、其女弟上遺雲母屏風、回風席、七華扇」。趙飛燕は前漢の成帝の皇后。
（38）李商隱『嫦娥』「雲母屏風燭影深、長河漸落暁星沈、常娥応悔偸霊薬、碧海青天夜夜心」
（39）藤原美樹、松本静夫「場所を構成する「屏風」について― 『金瓶梅』にみられる住まいの空間構成に関する研究その 3」（『日
本建築学会計画系論文集』71、2006 年）。
（40）門田誠一「古墳出土の雲母片に関する基礎的考察―東アジアにおける相関的理解と道教思想の残映」（『鷹陵史学』25、
1999 年）によると、雲母は仙薬の一種としても知られているが、中国の漢代から南北朝時代にかけての墳墓から雲母片が出土し、
また日本においても古墳時代後期の古墳から雲母片の出土がわずかに確認されている。また前掲注（39）藤原美樹、松本静夫
「場所を構成する「屏風」について」によると、屏風は初期には睡眠時の風除けとなり、その後大きな宮殿での間仕切りとして
大型の屏風が用いられるようになるとするが、これは気の流れを重視する風水的思考が大きく影響したとも考えられる。
本稿は、日本学術振興会科学研究費助成事業 18K00209 による研究成果の一部です。また本研究において、以下の方々をはじめ
しとて多くのご助力をいただいたことに御礼申し上げます。木田雅之氏（ふぢや）、野田拓真氏（野田版画工房）、大柳久枝氏（文
溪堂工房）、脇屋助作氏（墨匠堂）、四辻秀紀氏（名古屋経済大学）、髙岸輝氏（東京大学）、龍澤彩氏（金城学院大学）、本田光子
氏（愛知県立芸術大学）、磯谷明子氏（愛知県立芸術大学文化財保存修復研究所）。
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